
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 全国学力・学習状況調査の結果について 
 日頃より本校の教育活動にご理解ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

さて、本年度 4月、全国の６年生を対象に行われた全国学力・学習状況調査の結果をお知らせいたします。個

別の調査の結果については、６年生の各家庭に７月１８日にお渡ししています。 

【分析の考え方】 

国語、算数、理科の学力調査結果および学習や生活の様子に関する質問紙調査結果について記述していま

す。本調査によって測定できるのは、児童の学力の一つの側面であります。今回の調査結果を分析することで、

本校児童の学習状況の傾向や課題を明らかにし、今後の教育課程編成や教育活動の改善に生かしてまいりま

す。 

【学力状況についての調査結果から】   【国語】 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

【内容】 

□「言葉の特徴や使い方に関す 

る事項」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

□「話すこと・聞くこと」 

‣全国平均よりも下回って

いる。 

 

 

□「書くこと」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

□「読むこと」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

 

 

 

●漢字を文の中で正しく

使うこと。 

 

 

 

●目的や意図に応じて、伝

え合う内容を検討するこ

と。 

 

 

●自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫する

こと。 

 

 

●文章全体の構成を捉え

て要旨を把握すること。 

 

 

 

○漢字ドリルを効果的に使い、各学年にお

いて学年別漢字配当表に示されている漢

字の読み書きを定着できるようにする。 

〇各教科の学習や読書などを通して、多くの

文章に触れる機会をつくる。 

 

〇様々な学習場面におけるテーマに沿った

話し合い活動を通して、話題を決めたり、

集めた材料を分類したり関係付けたりし

ながら伝え合う学習活動の充実。 

 

○感想文や意見文を書く活動を通して、事

実と感想、意見とを区別して書くなど、読

み手に伝えることを意識して作文できるよ

うに指導していく。 

 

〇国語の学習や読書活動などを通して、時

間的な順序や事柄の順序などを考えなが

ら文章の内容を捉えることを意識させる。 

【すぐーる配信】 

【全国の平均正答率と比較して、以下の規準でお伝えしています】 
 
・＋３．１ポイント以上         →「全国平均よりも上回っている。」 
 
・＋３．０ポイントの範囲内で全国平均以上→「全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回っている」 
 
・全国平均正答率と同じ     →「全国平均と同程度である。」 
 
・－３．０ポイントの範囲内で全国平均以下→「全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回っている」 
 
・－３．１ポイント以下         →「全国平均よりも下回っている。」 
 

学校便り  特別号 

札幌市立屯田小学校 



 

 

【学力状況についての調査結果から】  【算数】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学力状況についての調査結果から】  【理科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇分数の加法及び減法の計算の仕方を分数の

意味や大きさに着目して考える活動の充実。 

 

 

○図形の観察や構成などの数学的活動を充実

させると共に、作図や面積を求める学習にも

より力を入れていく。 

 

〇知りたい数量の大きさについて、求め方だけ

でなく、式の意味についての理解を深める学

習を取り入れる。 

 

〇日常の事象について、目的に応じて、グラフか

ら必要なデータを収集し、データの傾向や特

徴を捉え、考察する活動の充実。 

【領域】 

□「数と計算」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

□「図形」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

□「測定」 「変化と関係」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

□「データの活用」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

 

 

本校の概要 

 

●異分母の分数の加法

計算をすること。 

 

 

●図形の性質や角の大き

さを理解し、面積を求

めること。 

 

●伴って変わる二つの数 

量の関係について理解 

すること。 

 

●グラフの特徴を理解し、

必要な数値を読み取る

こと。 

今回の調査における課題 改善の方向 

本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

【領域】 

□「エネルギー」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

□「粒子」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

 

□「生命」  

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

□「地球」 

‣全国平均よりも下回って 

いる。 

 

 

 

 

●電気の回路や、磁力に

ついての知識を身に付

いていること。 

 

●水の温まり方について、

問題に対するまとめを

導き出す際、実験の方

法が適切であったかを

検討し、表現すること。 

 

●花のつくりや受粉につ 

いての知識が身に付い 

ていること。 

 

●赤玉土の粒の大きさに

よる水のしみ込み方の

違いについて、結果を

基に結論を導いた理由

を表現すること。 

 

〇学習した知識を既習の内容や他の学習、生

活と関連付け、習得した知識を整理する学習

活動の充実。 

 

○結論を見いだす過程で、結果と考察を区別し

て、より妥当な考えをつくりだせるように、教

師が子どもに関わっていく。 

 

 

 

〇観察したことを、差異点や共通点を基に、ノー

トに整理して書くなど、思考し表現する活動

の充実を図る。 

 

〇観察、実験などの結果を基に、現象の変化の

根拠を明確にして、自分の考えを表現する学

習活動の充実。 



 

 

【学習や生活の状況についての質問紙から】  

全国と比較して差異の大きい質問、本校の児童の傾向が顕著に見られる質問について記述しています。 

○肯定的な回答割合が全国と比べて多いといえる質問  

①『自分にはよいところがあると思いますか』 

②『人が困っているときは、進んで助けていますか』 

●肯定的な回答割合が全国と比べて少ない質問 

❸『朝食を毎日食べていますか』  

『毎日、同じくらいの時刻に起きていますか』 

❹『自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか』 

 

 

 

 

 

 

① 本校では今年度、「一人一人がとんでんACE(エース)」を合言葉に、子どもの「自分らしさ」が大切にされ、

多様性が生かされる学校を目指して教育活動を行っているところです。今後も6年生のキャリア教育「未来

へのステップ」をはじめ、様々な教育活動を通して自分のよさを実感したり、発見したりできる場の創出を 

図っていきます。 

② 6年生は、春に新1年生のサポート活動を積極的に行いました。どの子も、体の小さい1年生に対し、目線を

合わせ親身になって関わっている姿が見られました。また、今年度は異学年交流を多く取り入れ、休み時間

などには高学年が下学年に優しく接する機会が増えています。今後も、年齢にとらわれず、相手に寄り添う

気持ちを大切にできるように指導していきます。 

❸ 朝食を毎日食べている児童の割合、毎日同じ時刻に起床している児童の割合が大変低くなっています。登  

 校した時から元気のない子、挨拶の声が小さい子がいます。毎日の生活リズムが整うと、学校での授業に 

   も集中しやすくなります。改めてお子さんとご家庭での生活時間について振り返り、話し合っていただければ 

   と思います。 

❹ 各教科において、まずは自分の考えをもつことは大切なことです。そして、失敗を恐れず、積極的に自分の考 

   えを表出し、友達と考えを伝え合うことで、自分の考えを強くしたり、違う考えに触れたりしながら、個々の学 

   びを深めていくことを目指して教育活動を進めています。今後も子ども一人一人が、自分の思いや考えを形 

   成したり、集めた情報や他者の考えを踏まえて自分の思いや考えについて捉え直したりすることができるよう 

   な学習場面を、単元や題材の中に位置付けていきます。 

分析、改善に向けて 


